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第 7章から第 9章は，Levin と Rappaport Hovav による理論から
はやや外れたとも考えられる，かなり思い切った提案をしていま
す。そういった意味で，Levin と Rappaport Hovav の入門書と私
なりの語彙意味論研究の折衷的な内容になっていると思います。
　いろいろな考え方があるとは思いますが，様態と結果って何なの
だろうか？ 動詞の意味ってどんなふうに分析できるんだろう？ と
いったことに関心のある人にとっては，それなりに面白い内容に
なったのではないかと思います。また，英語学（特に動詞の意味論）
を学んでいる学部学生・大学院生に対しては，新たな興味を喚起し
たり，新たな知見を提示したりできればと思って書きました。この
本がそのような役目を果たせれば，筆者の私としてはうれしく思い
ます。
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第 1章　様態と結果って何？

1.1.　はじめに

　みなさんは推理小説を読んだりしますか。ちょっとここで，推理
小説の事件が解決する部分を読んでいる途中で，トイレに行くこと
になったと考えてください。被害者の死体は発見されず，哀れな被
害者は犯人にいつどのようにして殺されたのかということを，刑事
が推理している場面を想像してみましょう。トイレの中であなた
は，先ほどまで読んでいた推理小説の内容について考えます。
　トイレに行く直前に読んでいたところに，刑事のセリフとして，

 （1）  「8月 21日の午後 3時に，犯人は被害者を殺したのだ」

と書いてあったとします。トイレの中のあなたはおそらく，どう
やって殺したんだろう？ 殴ったのかな？ 首を絞めたのかな？ そ
れともコーヒーに毒を入れたのかな？ と，どのようにして犯人が
被害者を殺したのか，あれこれ考えるはずです。
　一方，同じような刑事のセリフが，

 （2）  「8月 21日の午後 3時に，犯人は被害者を殴ったのだ」

になっていればどうでしょうか。この場合，さっきとは違って，殴
られた被害者はどうなったのかな？ その場で死んでしまったのか


